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◇納豆　低価格ありきの流れは変わってないo

力一は生産量そのものか少ないため省力化､ jストダウン

か禁圧しい｡土産品､通信販売､業務ル-ト､差別化商品な

どで対応しているものの限界か近付いている｡

く〉葉子･中旬までは和菓子類を中心に年始用･帰省害の土

産用と売行きは伸びたガ､その後r言､売行きもやや落ち全体

的にみると､景況は保合いであったo

◇パン　全パン達の会議で農水省から麦価の値上げに関す

る報告かされ､厳しい圧になりそうである｡

◇酒･･･12Fjの清酒課税移出数量は､前年同月比98 50/oで前

fF割れDやや持ち直しの感かあったか予断を許さない状況o

季節的に最も需要が旺盛な時期だが､業務用而場の落込みガ

相変わらずo焼酎乙類も1 2月は前fF比87 90/oの落込み幅o

◇繊維製品(袋物) ･･･中国矧Ej正月で生産ストリブの関係

で多少なりとも国内生産か増えた｡学校用品の定番商材は

コスト面で年々厳しくなっている｡

◇繊維製品(縫製).･･業績の悪化か続いているD繊維関係は仕

事量か多少安定し､他の取引先から話かくるようr=なっているD

く○木材　製品市場の初市は例年になく明るいムードで幕閣

rl｡国産材に対する追い風も要因の一つでこれを現実のも

のとしていくことか課題o　国産材は丸太不足か前面r=波及

し､昨年来の仕入れが難しくなっている｡新築住宅が減少

する中で､リフォームをいかに取り込んでいくかか課題o

く〉プレカット-12月の仕事残もあり前年同月以上の加=か

できたo　回収面で一部遅れか出てきている.

〈〉段ボール　昨fFと同じか少し悪い所が多いD　円高の影響

で海外からの安い製品[=市場を奪われ､なかなか生産量か

増えないo

◇印刷(総合) =年末の季節需要か一段落した後は超閑散｡

◇焼物･正月からイベントを開催した事で､個々の収益r言､

若干上向きr=なった感はあるかまだまだ底であるo

くさ鍍金･･･受注量､機械の操業度は前fF並み｡景況も前fFと

大きな変化は無い｡金属材料､工業薬品とも価格は落ち着

いている｡

くさ重電-重電機器自体の大手取弓l先の受注減少により､作

業量の減少､厳しい状況が続いているo

く〉電化機器-当月生産高は664百万円(対前年同月比5 8%

減)､年末年始の長期休業の影響もあるが､今年度最低の生

産高｡

◇自動車部品-組合員各社でバラツキr言､あるか､比較的姑

調に推移o

く○=業団地(農機部品)　組合員の売上状況は､前fF同月

比920/oで2社か増加､ 5社か減少.市場(得意先生産等)動向

と組合員への影響では先月r=弓lき続き今月も激減｡納品先

のメーカー側は､世界で生き残るための海外戦略を加速さ

せる動きを強化し､コストダウン･売上増を狙うか中小企業

E二は厳しい試練が訪れようとしているo

く○セメント卸-袋セメントの出荷袋数は前年同月比BO/D減o

出荷減少の底打ち感が期待されているが､減少r=対する歯

情報連絡員報告

止めは見られない｡

◇水産卸･.精算所取扱高r∃こ前年同月比0 1 40/oの微増o年明

け後も厳しい′状況か続いているか､久しぶりr=前年同日の

取扱高を上回る事かできた｡

◇県西地区卸売業　低迷状態か続いている中で､受注期問

か昨年より少し伸びている｡受注量か土削□していないので

在庫を増やせないo　円高の影響で仕入値が上がったガ､販

売価格に転換か図れない｡
〈ン県南地区卸売業-県の補正予算及び県内建設業者の経営

強化対策に期待o

く〉県南地区共同店舗　販売価格(害単価)か更r=低下｡総じ

て低迷か続いているが､特r=衣料品の不振かEj立った｡

◇県北地区共同店舗　キーテナントも衣料を筆頭に大苦

戦o期待の初売りも不矧こ終わり､売上も大幅ダウン｡

くさ家電-1 2月の/li-ナスEこよる家電品需要反動で売り上げ

は各店共減少o　エコポイント改正による大幅減少かあった

分減少幅は少ない｡地デジ化まで半年､テL,ビ需要の掘り

起こしr=積極的r=動いている店が多く見られるo

く)石油･原油価格の上昇r=より､ガソリン販売価格は前年

同月比で9円上昇o　全国最安値の状況か続いているため､

休業･廃業等l=追い込まれる組合員か後を絶たない｡

く)Jllテル･旅館-収益が微減の方向にあり心配｡

くつ自動車整備-車痢入庫状況指数である継続検査台数(持込

検査脂､､対前fF同月比､普通車か97 50/oと引続き減少､軽

自動車r3､1 00 1 0/o｡

く○総合建設-依然として危機白勺｣犬況か続いていることr=変わ

りは無いo各社年度末の集中=事に備え重機等の設備を揃え

ているか､維持費等の過分負担となり経営を圧迫しているD

く〉管=事･･･総じて低い水準で変化なし｡組合員個々のu又益

からは未だ浮揚の気配が感じられない｡

くン県北地区運輸I.主要願書の出荷物量は年末の繁忙期か過

ぎ落ち着いたo　燃料価格の上昇が続き収益r∃､悪化o

く○県央地区運輸　部分白勺E=動きが良い物もあったか､全体

白勺にはあまり良くなかったo燃料価格上昇もまた先見えず｡

H23.1月の業界天気図

這､-､讐 僣H�2�収益状況 前年同月比 ����:�餒B�

食料品 製造業 �2ﾓ�2�2�#.50pO 

その他 製造業 ��絣���#.30.0 

却売業 �2粤�����～.75LO 

小売業 俾ｸ�6ﾃゅ"�#.45L5 

サービス業 �?��3S�､��竹山00-0 

建設業 �?��3Д､B�廿-80-0 

運輸業 茶S�ﾓ��8-50pO 

全体 ��33B���▲48.0 

【天気図の見方】県内情確連絡員から毎月いただいている情報連絡票の景況項目につ
いて､ ｢増加｣ (又は､ ｢好転｣)業種割合から｢減少｣ (文は｢悪化｣)業種割合を差

し引いた値(D L値)をもとに作成しています.その基準は､下図のとおりです｡

※表の中の矧直はD l値
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